
 

 

 

 

 

  

「さん付けと心の距離感」   
 

学校の観察池にいる「リアル新かめくん」たちが何度も池の外に出てき

て甲羅干しをすることが多くなってきました。それほど外で体を動かす

のには良い気候になってきたということです。先週末にはたくさんの保

護者・地域の皆様に１５０周年記念大運動会にご参加いただきました。特

に、１５０周年記念種目の玉入れ「レッツダンシング！～めざせ 150～」で

は、地域の皆様にもご参加いただき微笑ましく競技を終えることができ

ました。ありがとうございました。 

 

さて、学校では教職員が子どもたちを呼ぶ時には男子・女子にかかわらず「さん付け」で呼ぶこととし

ています。しかし、私自身が担任をしていた時代には、男子は「君付け」女子は「さん付け」で呼ぶように指

導されていたのに私はそれすらもできていませんでした。ましてや、男女共同参画社会の観点から男女と

もに「さん付け」で呼ぶようになってからも相変わらず呼び捨てにしてしまっていました。言い訳がましく

なりますが、私自身の育ちのせいか、「さん付け」で呼ぶことで「よそよそしい感じ」がして「親しみがなく

なる」「愛情が乏しく感じる」「距離を感じる」気が勝手にしていたのです。親しみ、愛情、距離感といっても

学校での担任と児童・生徒、家族での親と子どもでは、また別の話ですし、学校の中でもクラスと部活で

は、呼び捨てや「さん付け」についても適した呼び方はさまざまでしょう。 

 

私が「さん付け」で児童・生徒を呼ぶことができるようになり始めたきっかけは、自分自身の子どもが

学校に上がった時でした。幼い頃は「長谷川さん」だったのですが、ある日娘が高学年になってから学校

に行った時、初任者の女性教諭から「なつみ！」と呼び捨てにされていたのです。娘はそれに対して「はい

ー！」と甲斐甲斐しく働いていたので担任の先生と心が通い合ってはいたのだと思うのですが、私は自

分自身の姿を彼女に投影させ、反省しました。「愛情や心が通っているから呼び捨てにしていいという

問題ではない。」このことが身をもってわかり、その後は「さん付け」で呼ぶように心がけましたが

すぐには直りません。「さん付け」でクラス全員を呼ぶようにしても「心が通い、よそよそしくな

い、いいクラスだな。」と思えるクラスを作れたのはやっと４０代後半になってからでした。でも、

言葉遣いは本人がよっぽど心がけていないと相手には悪い方の意味で伝わってしまうことが多いので

今後も気をつけていきたいことの一つです。 

 

学校では、ここ数年でベテラン教職員の退職者が増え、若手の教職員が一気に増えました。自分自

身のことを棚に上げてしらを切る気はさらさらありませんが、若手に限らず教職員の言葉遣いにつき

まして気になる点がございましたら遠慮なくお伝えください。本校の学校教育目標は児童が「いきい

き こつこつ わくわく」と学び、「未来へ向けて一歩踏み出せる」ようになることですので。ご家族

の皆様、地域の皆様、今月もまた学校教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

              流山市立新川小学校 校長 長谷川 伸一  
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本校 HP、スマホからもご覧いただけます。https://schit.net/nagareyama/sinsyou/ 

 

 



６月の予定 
 

 

 

 

６月 １日（木） ６年生卒業アルバム写真撮影 

         （個人写真・クラス写真・授業風景） 

           朝学サポート（５年生） 

２日（金） 水泳指導（低学年・中学年・あおぞら）    

５日（月） 委員会活動 朝学サポート（６年生） 

     ６日（火） １年生防犯教室 ３年生市内めぐり 

     ７日（水） 読み語り 全校集会 

               １５０周年航空写真・全校写真・学級写真撮影 

     ８日（木） 特別日課４時間 １２：３５下校 

           朝学サポート（５年生） 

     ９日（金） 水泳指導（低学年・高学年） 

    １２日（月） 朝学サポート（６年生） 

           ２年生学区探検① 

    １３日（火） ６年生校外学習（科学技術館・国会） 

    １４日（水） 読み語り 航空写真撮影予備日 

           ２年生学区探検② 

    １５日（木） 千葉県民の日 

    １６日（金） 水泳指導（中学年・高学年・あおぞら） 

           ２年生ヤゴ取り 

    １９日（月） クラブ活動 朝学サポート（６年生） 

    ２０日（火） スクールカウンセラー相談日 

３・４年生GLP交通安全教室 

    ２１日（水） 読み語り  内科検診 

           尿検査２次配付日 

    ２２日（木） 尿検査２次回収日 ふれあい遊び 

           朝学サポート（５年生）  

    ２３日（金） 特別日課（新小タイム）４時間１２：４０下校 

    ２６日（月） クラブ活動（６年生卒業アルバム撮影） 

              朝学サポート（６年生） 

               ４年生クリーンセンター見学 

    ２７日（火） ロング学習参観・引き渡し訓練 

            ６年生職業人講話 

            ５・６年生携帯マナー教室 

    ２８日（水） 読み語り ６年生国際理解教育 

           小学校見学会（幼保教職員来校） 

           尿検査２次救済配付日 

    ２９日（木） 尿検査２次救済回収日 

           朝学サポート（５年生） 

    ３０日（金） ５年生林間学園（～７月１日） 

           （手賀の丘青少年自然の家） 
 

  

   

７月の主な予定 
 

７月 １日（土） ５年生林間学園 

   ３日（月） 朝学サポート（６年生） 

          特別日課５時間１４：２０下校(～５日） 

          ５年生林間学園代休 

          ６年生消費者教育 

   ４日（火） ３・４年生ふれあい会 

５日（水） 読み語り 

   ６日（木） 月曜日課  委員会活動 

          朝学サポート（５年生） 

   ７日（金） キャリアパスポート配付 

  １０日（月） 朝学サポート（６年生） 

          新小タイム５時間１４：００下校（～１８日） 

           個人面談（～１８日） 

  １２日（水） 読み語り  

         スクールカウンセラー相談日 

  １３日（木） 朝学サポート（５年生） 

  １４日（金） キャリアパスポート回収〆切 

  １７日（月） 海の日 

  １８日（火） 給食最終日 

  １９日（水） 特別日課３時間 １１：３０下校   

  ２０日（木） 1学期終業式 １１：３０下校 
   

   
 

※６月は「セントラルウェルネスおおたかの森」にて 

水泳指導があります。水泳指導のある金曜日は、 

新小タイムでなく平常日課の５時間授業となりま 

す。（１４：４５下校は変わりません。） 

水泳指導のない日は、原則、新小タイム６時間で 

す。 
 

※行事予定は変更となる場合があります。 



PTAちょこボラによる除草作業 
５月１９日（金）にＰＴＡちょこっとボラン

ティアと本部役員の２３名の方々が、校庭

の除草作業のためお越しくださいました。 

気温が上がり広範囲にわたって伸び放

題だった雑草や、前日の剪定作業で残っ

ていた枝も、「子どもたちが気持ちよく練

習や運動会を行うことができるように」

と、きれいに取り除いてくださいました。 

多くの皆様のご協力に感謝いたします。 

陸上部を励ます会 ～全校児童で陸上選手を応援しました～ 
５月１６日（火）に、陸上部を励ます会が行われ、全校児童で市内陸上競技大会に出場する選手を応

援しました。今年度は、全校児童が校庭に集まり、直に選手の演技を見て応援することができま
した。「選手紹介」では、陸上部の部長が種目ごとの出場選手を淀みなくはきはきと紹介する
と、選手は「はい！」と、広い校庭にも響き渡るような声で返事をしました。 
その後、１００ｍ走やハードル走、走り幅跳び、走り高跳び、ボールスローなどの演技披露が

行われると、その速さやフォームの美しさ、飛距離に、また、全力で頑張る選手の姿に、児童か
ら大きな大きな拍手と大歓声が沸き起こりました。 
会を進行した計画委員の言葉の一つ一つにも、選手を 

心から応援する全校児童の思いが込められているようで、 
新川小の全校児童がまるでひとつの大きなチームになっ 
たかのような、素晴らしい会となりました。 

１５０周年記念種目「レッツダンシング！めざせ１５０」 大成功！～春季大運動会～ 
５月28日（土）に、爽やかな晴天のもと創立１５０周年記念春季大運動会が行われました。今年度の

運動会では、特別種目として「運動会プロジェクト」のメンバーが中心となって企画した児童・保護者・
地域の方が共に玉入れをする「レッツダンシング！めざせ１５０」を行いました。 
１５０周年委員の児童が１５０周年のスローガンとマスコットキャラクターの「新かめくん」を紹介し、玉

入れの進行も務めました。玉入れでは、保護者や地域の方々も子どもたちと共に真剣に競技に参加し
てくださり、２回戦で１５０を大きく超える数の玉が入りました。玉のカウントでは、PTA会長の中村さん
と校長が数え、これまでにないスペシャルな玉入 
れとなりました。子ども達から「みんなでできて楽し 
かった」「成功したのが嬉しい」との感想も多くあり、 
１５０周年の取り組みの１つとして、この運動会で子ど 
も達の思いが実現し、やり遂げられたことは、子ども 
達にとって大きな自信になったことと思います。保護 
者、地域の皆様、ご協力ありがとうございました。 

ボランティアの皆様のありがとうございました ～運動会にむけて環境整備～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剪定ボランティアによる樹木剪定 
 ５月1８日（木）に、校庭の樹木の剪定を行いました。運
動会開催に向けて校庭の環境を整えるため、地域コー
ディネーターを中心に、７名の地域の方が駆けつけてく
ださいました。  
当日は気温が高い中にも関わらず、次々に樹木を剪

定してくださいました。特に第３校舎前のしだれ梅や梅の
木は枝が大きく伸びていましたが、脚立を伸ばして高い
ところまで枝を切り落としていただき、とてもスッキリした

状態になりました。新川小学校のシンボル「いとひば」に
ついても、からまっていたツタを取り除いていただき、ま
るで木が生き返ったようでした。地域の皆様のお力で、
学校の環境 
を整えてい 
ただいたこ 
とに大きな 
感謝です！        



今月までの表彰 ―おめでとうございますー 
小学校市内陸上競技大会 

  ５年女子１００ｍ   第４位  ５年  

    ６年女子１００ｍ   第２位  ６年  

   女子８００ｍ     第５位  ６年  

   男子走り高跳び  第６位  ６年  

   女子ボールスロー 第７位  ５年  

   女子ボールスロー 第８位  ５年  

   男子ボールスロー 第２位  ６年  

   男子ボールスロー 第４位  ６年  

女子４×１００ｍリレー 第５位 

男子４×１００ｍリレー 第８位 

女子総合 第６位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模地震発生時の対応について 
流山市立新川小学校 

≪児童が学校にいる時に東日本大震災の規模の地震発生の場合≫原則として震度５弱以上 

① 全ての活動を中止し、安全を確保して校庭に避難する。 

 (地震発生時の校庭の状況を見て、教室にとどまる場合や、体育館に避難するなどもあります。)    

② 避難後、直ちに保護者への引き渡しを開始します。 

 ・保護者の方は、災害情報などから震度 5弱以上を確認し次第、学校へお迎えに来てください。 

 ・メール等の通信手段が遮断される場合があります。学校からの連絡が無くとも来校してください。 

 ・引き渡し名簿に沿って引き渡しをします。(引き渡し名簿者に変更があった場合は、その都度担任

に連絡してください。名簿に載っていない方への引き渡しはできませんのでご了承ください。) 

 ・児童は、引き取り者がお迎えに来るまで学校で待機します。お迎えが夜間になりましても、学校に

は児童一人ひとりに非常食と飲料水の用意がありますのでご安心ください。 

 ・給食調理等も中止しますので、午前中であっても引き渡しを実施します。 

③ 学校からの連絡は、以下の方法で行います。 

・スキットメール 

・ホームページ(http://www.nagareyama.ed.jp/sinsyou/) 

・災害伝言ダイヤル（１７１） 

「１７１」をダイヤルします。⇒ガイダンスに沿って「２」【伝言再生】⇒学校の電話番号 

 ０４－７１５２－３００４ をダイヤルします。  詳しくは NTT東日本「災害用伝言ダイヤル」 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html  を参照してください。 

≪児童が登下校中に震度５弱以上の地震発生の場合≫ 

登下校中の児童は状況に応じて、学校へ向かうか、自宅へ向かうか判断することになります。学校

にそのまま登校したり、学校に戻ったりした児童については、学校で待機し引き渡しを行います。た

だし、地震の大きさは登下校中の児童には分かりませんし、安全確認も難しいと思われます。ご家庭

におきましては、普段からご自宅、通学路での身の守り方(倒れてこない、落ちてこないところで頭

を守り身をかがめる)や、どこへ避難するか等話し合っておくようにしてください。 

≪その他≫ 

・児童の引き渡しを実施する場合は、地震以外にも大規模自然災害発生時、不審者等による緊急避

難等、児童の安全確保が難しい場合です。状況によっては教師引率のもと、集団下校する場合もあ

ります。その際もメールやホームページでお知らせします。 

 

 

 

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html

